
9：00～
13：30～
割り当て Ｕ2 相手

割り当て 副 相手男子2位パート　大分舞鶴　対　小林 千原(大分)

作成日　   2018 年　　4月　30日

女子1位パート　小林　対　中津北 ＣＣ：村田(宮崎)/Ｕ1有働(熊本)

全体を通しての感想

4月28、29日
宮崎県体育館

前田　隼大

実技

スケジュール
期日 内容 場所

4月29日(日) 宮崎県体育館
宮崎県体育館

女子1位パート　小林　対　中津北
男子2位パート　大分舞鶴　対　小林

○ゲーム前（プレカンファレンス）
・2POメカニクスの確認。　エリア3から始まるプレーの受け渡し方。両チームの特徴としてドライブ、キックアウト、アウト
サイドシュートのオフェンスが予想されるためミドルラインよりトレイル側のプレーは極力トレイルが判定すること。飛び
込みリバウンドへの対応(リードがクローズダウンポジションに近づきすぎない)

○ゲームの実際
　お互いオールコートのゾーンプレス、アウトサイド中心の攻防で終盤までもつれたゲーム。1PからHand-check、リバウ
ンドの基準を示せたもののスクリーンプレイに対する基準の一貫性が曖昧になる場面があり判定できないことがあっ
た。パートナーとゲーム中にすり合わせを行う中で共通認識を持ちレフリングできた点は良かった。

○ゲーム後(ポストカンファレンス)　主任　石本修朗　氏(宮崎県)B級
リードの際のアングル(エンドラインに平行になるケース)、トレイルの位置(ハーフラインに近い)の指摘をいただいた。
UFの判定に対して接触の仕方、順序から笛でコールしてすぐに判断するのではなく、該当したクライテリアの整理、
パートナーとのコミュニケーション等確信を得てからの判定でよいこと。プレゼンテーションについての助言。

○ゲーム前（プレカンファレンス）
・3POメカニクスの確認(ローテーション、センターの積極的な判定、EOP・EOGの確認等)　・ガイドラインの確認　・トラベ
リング、UFの確認(映像での確認)　プライマリを意識するが積極的に判定を行うこと。序盤で基準を示しゲーム中での
すり合わせ等。

○ゲームの実際
　小林がリードを保ち、中津北が追いかける展開。前半20点差、セカンドチームの時間帯に中津北が追い上げるも小林
が逃げ切ったゲーム。1P途中バックパスの有無に対するベンチアピールからTF、ＴＦ後の処置の誤り等トラブルがあり
プレーに集中できない時間帯があったが、切り替えて判定を行えた。ローテーションを積極的に行う中でリードとセン
ターのアイコンタクトのアドバイスを頂いたものの数回しかできなかった。自身のプライマリから始まったプレイ(ドライブ)
への積極的な判定の参加ができず助けていただくケースがみられた。

○ゲーム後（ポストカンファレンス）　主任　隈元　ゆみこ　氏（　鹿児島　）Ａ級
1Pのベンチアピールのケースについて。実際にどうだったのか(ラストタッチの確認・確信)、ヘッドコーチへの対応(声や
ジェスチャーの利用、伝え方の強さ)、なぜ判定の確信が持てなかったか(アングル、視野の位置)などトラブルが起こっ
た原因を導き出していただき、その後の対応の行い方のアドバイスをいただいた。また、処置の訂正にパートナー全員
が気づけていなかったこと、EOPのクロック管理、ローテーション等の指摘をいただいた。

　現時点での自分自身の判定力、メカニクス、メンタル等を九州大会レベルのゲームでチャレンジできたことでメカニク
スの理解不足、アングルの取り方、ゲーム前のカンファレンスの重要性等課題が見つかりました。3POが求められてい
る中でリードが常にイニシアチブを持っているという自覚、チェックイン・チェックアウトの自覚の不足を感じました。
2PO,3POのアングルの取り方は映像を利用し、研究し続ける重要性も感じました。
　またゲーム序盤でのトラブルを経験し、ルール通りに対応することはもちろん、細かな気配り(声やジェスチャーの活
用)、集中力、未然にトラブルを防ぐ意識が高まりました。今回の経験を今後のレフリングに取り入れ習慣化して参りま
す。
　最後になりましたが、本大会参加にあたり推薦いただいた原田審判長、隈元副審判長をはじめ鹿児島県審判員の皆
様に感謝申し上げます。ならびに準備・運営等ご尽力いただきました宮崎県バスケットボール協会の皆様に御礼を申し
上げます。ありがとうございました。
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南九州四県対抗バスケットボール選手権大会


